川の流れと子どもたち
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ここ数十年の間に三面張りのコンクリートの直線的な水路に置き換えられてきた日本の川と、子どもの姿がよく重なることがあります。本来の姿を窮屈に押し込められてきた者たちは、時として、まるで「これは私のホントの姿じゃない！」と怒り狂うのかもしれません。

去年、洪水で大きな被害が出た愛知県では、今まで力ずくで押さえ込んできた治水の仕方を改め、遊水池や霞堤や氾濫原など（どれも増水した時、水が遊べるゆとりが持てるから水が一気に流れるのを防ぐ）、本来川が持っている自然の流れや季節による変動に対応できるよう考慮した新しい方法が検討されていると聞きました。

一方で、子どもたちを取り巻く状況はどうでしょうか。遊ぶ時間も空間も知らないうちになくし、「将来のため」に「直線的な水路」にされた子どもたちは、いくら言葉で、態度で、「これはホントのぼくじゃない！」と叫んでも、悲しいかな多くの大人たちは耳を傾けるどころか、ますます強大な力で押さえ込もうとするばかり。

　

埋め立て地がなくなってはじめてゴミを減らさないといけないと気づく。海苔がとれなくなってやっと水門を開けた方がいいのかもしれないと考える。それじゃあいったい、どれだけの子どもが悲鳴を上げたら大人は真剣に今までのやり方ではいけないんだと気づくのだろう。

毎日一緒に暮らしていて、子どもは本当に自然に近い、神（特定の神様ではなく、大きな自然の力のような物、というイメージですが）に近いと感じます。21世紀、自然と人間、子どもと大人、それぞれどのように共存していけるのでしょうか。人間や大人たちがもう少し謙虚に賢くなることを祈りつつ。

さて、必要に迫られて「とりあえず」始めた私たちHS家族の集まりですが、近ごろ、こういう形はもしかしてものすごく先進的で可能性を秘めた方法なのかも、と実感するようになりました。テレビの中でも現実の中でも、フリースクールの多くは財政難という問題を抱えてしまうようですが、私たちみたいな方法だと、それぞれが提供できることの持ち寄りなので、経営の心配はない。特別な建物もスタッフも要らないから、すぐに始められる。お金がなくても参加できる。一緒に成長を見守れる親子と出会えるありがたさ。「ホームスクーリングネット」なんていうと何のことだかよくわからないけど、結局早い話が共同保育の義務教育版ということなわけですね。子育ては絶対親だけじゃできない。そのままの子どもたちを受け入れてくれる人との出会いは本当に大切だと痛感する今日この頃です。
